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【研究活動の要約】 
 

京都府のブランド京野菜等倍増戦略を基本として販売額を拡大してきた京野菜のさらなる向上戦

略の中で切望されてきた主要三品目のブランド京野菜（桂ウリ・佐波賀ダイコン・鹿ケ谷カボチャ）

の食品機能性を特長づけ，それを利用した需要創出を通して京都府下の農業の発展・振興に活かす

ことを目標として主目的１－３の活動をおこないました． 

＜主目的１＞桂ウリの普及をさまたげる黒色病斑の原因解明と防除方法の考案 

＜主目的２＞佐波賀ダイコンの発がん抑制作用を活かした加工方法の考案と普及 

＜主目的３＞鹿ケ谷カボチャを収穫後の安全な処理で甘味化する技術の考案 
 

【研究活動の成果】 

 

＜主目的１＞桂ウリの普及をさまたげる黒色病斑の原因解明と防除方法の考案 

「桂ウリ」を全国に普及させるためには桂ウリ完熟果実に発生する黒色病斑の防除が必須であるた

め，これの原因解明と防除方法を考案しました．黒色病斑の原因菌がわかり，その防除方法の可能性

が見出せたため，普及方法の確立に向けて実証試験をおこなう次段階への足がかりとなりました． 
 

＜主目的２＞佐波賀ダイコンの発がん抑制作用を活かした加工方法の考案と普及 

普及種の青首ダイコンの6倍のMTBITCを含む京野菜のうち舞鶴市の特産品の「佐波賀ダイコン」を

材料として，人がおいしく発がん抑制作用を得られるスープを考案し，錦市場のスープ店しずくやか

ら発信し，需要創出につなげる次段階への足がかりとなりました． 
 

＜主目的３：鹿ケ谷カボチャを収穫後の安全な処理で甘味化する技術の考案＞ 

鹿ケ谷カボチャ果実を収穫後，低温の蒸気で処理すると甘味が増強する蒸気処理感受性株と増強し

ない非感受性株があることがわかりました．今後蒸気処理高感受性株を作出して西洋カボチャのよう

な甘いカボチャとして流通させる足がかりとなりました． 
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２．TVニュース特集，幻の京野菜桂ウリ，関西テレビ（2012年9月25日） 

３．TV番組，嵐の明日に架ける旅 桂ウリ，NHK総合（2012年12月18日） 

４．総説，京野菜の食品機能性における普及種に対する優位性とそれを活かした需要の創出，調理食

品と技術, 18, 141-149 (2012) 
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